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　東京厚生年金病院病理診断科部長

～病気のしくみを学びにゆく～

第 2 回　炎症論①

図１

病気は身体の存在を意識させ、
死の存在を体験させる現象である

病気は自己を守るための行動を
喚起する
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図１　健康な手（ａ）と蜂に刺された手背（ｂ）
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図２-a

図２-b

図１

発赤、腫脹、発熱、疼痛、機能障害を
炎症の5大症状（徴候）という

炎症は、急性炎症と慢性炎症に
分けて考えると理解しやすい

急性炎症と慢性炎症では
その成り立ちが異なっている

炎症とは、
外界からの侵入物を排除し、
その侵入物によって傷害された
自己組織（壊死組織）を清掃する
重要な自己防衛反応である
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図２　 古代ローマの学者で著述家ケルスス（ａ）、病理学の領域で多
くの業績を残したウィルヒョウ（ｂ）
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図３

炎症反応は、不当な侵入者が
排除され、壊死組織が
清掃されたとき終結する

炎症が正常な自己防衛反応
ではなく、まさに

病気の原因となることがある
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看護学生のための 病理学教室

図３　 ジョン・ハンター　炎症の広範な研究をしたスコットランド
の外科医


